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　会場に入ると笑い声が飛び込んできた。サークル「脱メタボ運動教室」の皆さん。昨年、市で実施した脱メ
タボ教室の卒業生。この２月に有志で同サークルを立ち上げた。週１回、無理をせず集まってくる。生活習慣
病予防・改善とメタボ解消に取り組んでいる。独自のメニューを組入れ「飽きがこない、楽しく長く続けるこ
とをモットーにしている」という。ビニール袋をボールに見立てたボール蹴りもそのひとつ。「改善の効果は現
れてきている」と満足そうに話してくれた。（６月７日 市民研修センター）
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財
政
破
綻
以
降
、
市
の
地
域
医
療
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
、
市
立
総
合
病

院
を
中
核
と
し
た
時
代
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
各
医
療
機
関
の
ご
協
力
を
頂

き
な
が
ら
、
そ
の
機
能
や
特
性
を
踏
ま
え
、

よ
り
広
範
な
地
域
で
の
連
携
を
進
め
て
い
き
、

限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

専
門
医
療
は
、
市
外
に
委
ね
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
身
近
な
初
期
診
療
や
初
期
救

急
な
ど
、
市
内
で
で
き
る
こ
と
は
極
力
市
内

で
対
応
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
内
で
は
、
時
間
外･  
休
日
な
ど
は
輪
番

制
に
よ
る
診
療
や
各
種
検
査
の
連
携
な
ど
で

あ
り
ま
す
。

　

高
度
専
門
の
治
療
な
ど
を
要
す
る
疾
病
は
、

市
外
の
中
核
医
療
機
関
で
診
療
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
橋
渡
し
を
し
て
頂
く
の

が
、
地
域
の
医
療
機
関
で
あ
り
、
中
で
も「
か

か
り
つ
け
医
」
が
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

特
に
、
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

「　

時
間
３
６
５
日
」
の
救
急
体
制
に
よ
る

24
救
急
医
療
を
求
め
る
環
境
に
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
救
急
医
療
の
あ
り
方
を
市
内
の
各

医
療
機
関
と
協
議
・
検
討
の
中
か
ら
見
出
し

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
将
来
に
向
け
て
の
「
広
域
化
体

制
」
の
構
築
を
見
据
え
、
初
期
救
急
の
対
応

は
、
市
内
医
療
機
関
の
連
携
、
協
力
の
下
で

最
小
限
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
務
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
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市
立
診
療
所
は
最
小
限
、
次
の
こ
と
を
担

う
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
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現
在
、
管
理
業
務
協
定
書
で
診
療
所
業
務

を
「
入
院
患
者
と
外
来
患
者
へ
の
診
療
な
ど

に
関
す
る
こ
と
」
と
し
、
こ
の
ほ
か
、
老
人

保
健
施
設
に
関
す
る
業
務
、
施
設
と
設
備
の

維
持
管
理
に
関
す
る
業
務
と
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。

　

有
床
診
療
所
と
し
て
基
本
的
な
業
務
で
あ

る
外
来
と
入
院
患
者
の
診
療
な
ど
を
基
本
に
、

休
日
・
夜
間
の
救
急
に
つ
い
て
、
市
内
５
ヶ

所
の
医
療
機
関
で
、
初
期
救
急
に
対
処
し
て

頂
い
て
い
る
中
で
対
応
を
お
願
い
し
て
お
り
、

４
月
に
協
定
改
定
の
中
で
も
市
の
考
え
方
を

明
記
し
て
い
ま
す
。

　

協
定
に
基
づ
き
行
う
、
訪
問
診
療
な
ど
そ

の
他
の
事
業
は
、
市
長
の
承
認
を
得
て
行
う

自
主
事
業
と
し
て
体
制
を
整
え
た
う
え
で
、

実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
常
勤
医
１
人
体
制

の
下
で
あ
っ
て
も
、
有
床
診
療
所
と
し
て
行

う
基
本
的
な
業
務
を
優
先
し
て
管
理
業
務
に

あ
た
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
施
に
当
た
り
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
も
病
床
維
持
、
初
期
救
急
の
対

応
経
費
に
つ
い
て
予
算
計
上
し
て
い
る
も
の

で
、
地
域
医
療
の
確
保
に
最
大
限
の
努
力
を

傾
け
て
い
ま
す
。
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基
本
的
に
心
肺
停
止
患
者
は
、
直
近
の
市

内
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
こ
と
を
原
則
と
し

て
い
ま
す
。
い
ち
早
く
医
師
の
管
理
下
に
置

く
た
め
で
す
。
近
隣
に
は
高
次
医
療
機
関
が

な
く
、
管
外
搬
送
中
は
、
救
命
士
の
特
定
行

為(  
除
細
動
・
薬
剤
投
与
な
ど)  
以
上
の
救
命

処
置
は
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
り
、
心
肺

蘇
生
を
施
し
な
が
ら　

分
〜　

分
後
に
高
次

60

90

医
療
機
関
に
到
着
し
た
と
し
て
も
そ
の
後
の

処
置
は
死
亡
確
認
だ
け
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
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指
定
管
理
者
に
対
し
て
「
救
急
隊
か
ら
の

受
入
れ
要
請
の
場
合
、
ま
ず
直
近
の
医
療
機

関
で
お
願
い
を
す
る
と
の
確
認
事
項
に
基
づ

き
、
市
立
診
療
所
に
も
市
内
医
療
機
関
と
同

様
、
可
能
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
」
旨
の

書
面
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
か
ら
は
、「
４
月
か
ら
医
師

１
名
体
制
で
、
か
な
り
の
過
剰
労
働
と
な
っ

て
い
る
こ
と
。
民
間
企
業
と
し
て
救
急
な
ど

の
不
採
算
部
門
の
運
営
は
厳
し
く
、
経
済
的

に
も
対
応
で
き
な
い
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　

市
と
し
て
は
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
確
認

す
る
事
項
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
再
度
書
面
に

よ
る
回
答
を
求
め
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

　

市
立
診
療
所
の
改
築
移
転
に
つ
い
て
は
、

市
内
唯
一
の
有
床
医
療
機
関
と
し
て
、
他
医

療
機
関
と
連
携
、
協
力
し
て
診
療
に
当
た
っ

て
頂
く
観
点
か
ら
、
市
民
や
医
療
機
関
、
関

係
機
関
か
ら
理
解
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
着

手
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
機
能
と
役
割
を
担
っ
て
頂
け
る
か
判

断
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
改
め
て
公
募
手
続

き
を
す
る
な
ど
、
市
民
や
医
療
機
関
、
関
係

機
関
な
ど
の
理
解
と
合
意
が
得
ら
れ
た
段
階

で
着
手
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
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６
月　

日
開
催
の
第
２
回
定
例
市
議
会
で
、
角
田
浩
晃
議
員
か
ら
、「
市
民
を

17

守
る
医
療
の
あ
り
方
、
最
大
限
の
機
能
を
発
揮
す
る
指
定
管
理
者
と
地
域
医
療

の
連
携
の
あ
り
方
、
こ
れ
ら
基
本
的
な
考
え
方
を
整
理
し
た
上
で
の
市
立
診
療

所
の
移
転
改
築
」
に
対
す
る
考
え
方
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
答
弁
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



　

財
政
再
生
計
画
の
変
更
（
平
成　

年
度
第

22

１
次
）
と
平
成　

年
度
補
正
予
算
の
内
容
を

22

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

総
務
大
臣
あ
て
に
協
議
を
行
っ
た
「
夕
張

市
財
政
再
生
計
画
の
変
更
（
平
成　

年
度
第

22

１
次
（
６
月
））」
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
か

ら
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
計
画
変
更
に
よ
る
財
政
再
生
計
画

期
間
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
意
が
得
ら

れ
た
変
更
の
内
容
を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

《
財
政
再
生
計
画
の
変
更
内
容
》

【
歳　

入
】

・
国
の
補
正
予
算
で
創
設
さ
れ
た
「
緊
急
雇

用
創
出
事
業
交
付
金
（
重
点
分
野
雇
用
創
造

事
業
）」
に
係
る
道
支
出
金
収
入
の
増

 

（
補
正
予
算
額　

４
、
８
２
９
千
円
）

・
特
定
団
体
へ
の
寄
附
を
指
定
団
体
へ
助
成

す
る
た
め
の
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基

金
」
か
ら
の
繰
入
金
の
増

 

（
補
正
予
算
額　

１
２
、
５
３
１
千
円
）

【
歳　

出
】

・「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
交
付
金
（
重
点
分
野

雇
用
創
造
事
業
）」
を
活
用
し
た
「
就
職
サ

ポ
ー
ト
支
援
事
業
」
実
施
に
係
る
委
託
経
費

の
増

 

（
補
正
予
算
額　

４
、
８
２
９
千
円
）

・
指
定
寄
附
に
基
づ
き
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
助
成
す
る
経
費
の
増

 

（
補
正
予
算
額　

１
２
、
５
３
１
千
円
）

《
予
算
の
補
正
を
行
っ
た
会
計
と
補
正
予
算

額
》

　

平
成　

年
６
月
に
総
務
大
臣
の
同
意
が
得

22

ら
れ
た
「
夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更
」

に
基
づ
き
、
一
般
会
計
の
予
算
の
補
正
を
行

う
と
と
も
に
、
次
の
２
会
計
の
事
業
費
の
予

算
の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
に
つ
い

て
は
５
月
に
、
介
護
保
険
事
業
会
計
に
つ
い

て
は
６
月
に
補
正
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

他
の
特
別
会
計
の
主
な

補
正
内
容

・
平
成　

年
度
決
算
で

21

黒
字
が
見
込
ま
れ
る
た

め
繰
越
金
の
補
正
（
国

民
健
康
保
険
事
業
会

計
）

・
緊
急
雇
用
創
出
事
業

交
付
金
を
活
用
し
た
介

護
予
防
「
口
腔
機
能
向

上
」
従
事
者
拡
大
事
業

の
補
正
（
介
護
保
険
事

業
会
計
）

問
合
せ
先 

市
行
財
政
管
理
グ
ル
ー

プ
　
�
　

│
３
１
２
２ 

52

平
成　

年
度
運
用
状
況

21

『
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
』
は
、
平

成　

年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
夕
張
ま
ち
づ

19
く
り
寄
附
条
例
」
に
基
づ
き
全
国
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
寄
附
金
を
管
理
運
用
す
る
た
め
に
設

置
さ
れ
た
基
金
で
す
。

《
寄
附
の
受
入
れ
》

　

平
成　

年
度
に
本
基
金
に
寄
せ
ら
れ
た
寄

21

附
金
の
額
は
、
６
４
４
３
万
４
０
８
２
円
で
、

全
額
を
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」

に
積
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
附
は
、
寄
附
者
が
使
い
道
を
指
定

で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
、
指
定
し
た
分
野
ご

と
の
使
い
道
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
地
域
再
生
と
住
民
福
祉
の
増
進
に
必
要
な

事
業 

１
１
５
１
万
７
６
２
９
円

②
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
生
活
支
援
活

動
、
住
民
の
健
康
保
持
な
ど
に
関
す
る
活
動

と
住
民
自
治
活
動
の
維
持
に
関
す
る
事
業

 

１
８
０
万
９
８
０
０
円

③
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
に
関
す
る
事

業 

２
０
０
万
１
６
３
７
円

④
市
民
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に

関
す
る
事
業 

１
０
万
１
０
０
０
円

⑤
歴
史
的
に
貴
重
な
炭
鉱
遺
産
の
伝
承
と
保

全
に
関
す
る
事
業 

１
４
２
万
７
５
２
０
円

⑥
映
画
ロ
ケ
セ
ッ
ト
施
設
の
保
全
に
関
す
る

事
業 

１
万
７
０
０
０
円

⑦
市
民
に
よ
る
映
画
祭
の
開
催
に
関
す
る
事

業 

７
万
７
０
０
０
円

⑧
特
定
団
体
、
特
定
事
業
を
指
定
し
た
も
の

 

４
７
４
８
万
２
４
９
６
円

《
基
金
の
処
分
》

　

平
成　

年
度
で
、
次
の
事
業
を
行
う
た
め
、

21

『
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
』
か
ら
取

り
崩
し
を
行
い
ま
し
た
。

①
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
助
成
事
業

分 

６
４
０
万
６
８
１
０
円

②
市
民
団
体
へ
の
助
成
以
外
の
事
業
活
用
分

 

２
１
４
万
９
７
０
２
円

【
内　

訳
】

・
共
同
浴
場
修
繕
事
業　

 

１
１
９
万
６
３
０
０
円

・
休
日
夜
間
医
療
体
制
補
助

 

８
８
万
３
０
０
０
円

・
ふ
る
さ
と
夕
張
通
信
郵
送
料

 

４
万
３
８
４
０
円

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
寄
附
実
施
に
伴
う
手

数
料 

２
万
６
５
６
２
円

③
寄
附
者
が
特
に
指
定
し
た
団
体
へ
の
助
成

分 

３
０
４
万
１
０
０
０
円

④
寄
附
者
が
特
に
指
定
し
た
事
業
へ
の
活
用

分 

２
４
１
万
６
３
８
円

《
基
金
の
残
金
》

　

平
成　

年
度
末
の
『
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン

21

カ
チ
基
金
』
の
残
金
（
利
子
を
含
む
）
は
、

１
億
４
６
６
７
万
４
２
０
７
円
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
夕
張
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
地
域
再
生
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
４
１
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夕
張
市
財
政
再
生
変
更
計
画
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補正後予算額
５・６月の
補正予算額

補正前の予
算額　　　

会計名

11,879,87317,36011,862,513一般会計
2,144,80062,4972,082,303国民健康保険事業会計
1,534,5751,6171,532,958介護保険事業会計

単位：千円

��������	
	�����



　

平
成　

年
度
が
ん
検
診
、
特
定
健
診
な
ど

22

の
集
団
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
健
康
を
お
び
や
か
す
心
臓
病
、

脳
卒
中
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、

気
づ
か
な
い
う
ち
に
進
行
し
ま
す
。
生
活
習

慣
病
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
で
予
防
・
解
消

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
病
気
の
進
行
を
早
期
に
発
見
す

る
た
め
に
、
毎
年
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

昨
年
受
診
さ
れ
な
か
っ
た
方
も
、
今
年
か

ら
毎
年
必
ず
受
け
て
、
健
康
づ
く
り
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
。

★
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

【
対
象
者
】

●
夕
張
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

●
生
活
保
護
受
給
者

※
生
活
機
能
評
価
健
診
は
事
前
の
申
し
込
み

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
特
定
健
診
の
追
加
検
査
に
つ
い
て
、
対
象

者
以
外
で
希
望
す
る
方
は
、
実
費
負
担
（
心

電
図
検
査
１
、
５
７
５
円
、
眼
底
検
査
８
６

１
円
、
貧
血
検
査
３
１
５
円
）
で
受
診
で
き

ま
す
。

◆　

歳
以
上
の
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
、

40
特
定
健
診
に
つ
い
て
３
０
０
円
の
健
診
料
金

と
な
り
ま
す
。

★
が
ん
検
診
・
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診
・

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

【
対
象
者
】

●
健
康
保
険
の
種
類
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
検
診
の
種
類
に
よ
っ
て
年
齢
な

ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

年
齢
は
平
成　

年
３
月　

日
現
在
の
年
齢

23

31

で
す
。

※
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診
と
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
は
、
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
は
、
対
象
者
以
外
で

希
望
す
る
方
は
、
実
費
負
担
２
、
６
２
５
円

で
受
診
で
き
ま
す
。

��������	
	���� ��
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500円
夕張市国保加入者で40歳～

74歳の方

身体計測、血圧測定、医師診察、尿検

査（糖、蛋白）、血液検査（10項目）
����

無料
昨年の健診結果から追加検

査が必要と判断された方

心電図・眼底・

貧血検査
※追加検査

400円
75歳以上後期高齢者医療制

度の方

身体計測、血圧測定、医師診察、尿検

査（糖、蛋白）血液検査（７項目）
�������

無料
健診を受ける65歳以上で必

要な方

基本チェックリストによる問診、口

腔内の視診など
�������

料金

対象者検査内容検診名 非課税世帯・70
歳以上の方・生
活保護受給者

課税世帯

300円

2,000円30歳以上胃バリウム検査胃がん検診

400円30歳以上（65歳以上の方は受けましょう）
胸部レントゲン
検査肺がん・結核検診

1,500円喫煙歴が長く、痰がでる方など※喀痰検査
900円30歳以上便潜血検査大腸がん検診

945円945円
小学３年生以上でこの検査を５年以上受けてい
ない方

血液検査※エキノコックス症検診

300円
600円40歳以上でこの検査を受けたことがない方血液検査※肝炎ウイルス検診

1,300円
40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳の女性
（治療中の方は除く）

レントゲンによ
る骨密度検査

骨粗しょう症検診

������

��������	
	���������	
	�

��������	
����������	
��
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※
の
会
場
は
、
使
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま

す
。

９
月　

日
（
火
）
真
谷
地
６
区
集
会
所
は
、

21

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
（
沼
ノ
沢
）

９
月　

日
（
水
）
楓
集
会
所
は
、
楓
生
活
館

22

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

【
対
象
者
】

子
宮
が
ん
は
、　

歳
以
上

20

乳
が
ん
は
、　

歳
以
上
で
い
ず
れ
も
西
暦
偶

40

数
年
生
ま
れ
の
方
で
す
。 

　

た
だ
し
、
西
暦
奇
数
年
生
ま
れ
の
方
で
一

度
も
受
診
し
た
こ
と
が
な
い
方
、
２
年
以
上

受
診
し
て
い
な
い
方
は
対
象
と
し
ま
す
。
申

込
書
の
通
信
欄
に
そ
の
旨
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

年
齢
は
平
成　

年
３
月　

日
現
在
の
年
齢

23

31

で
す
。

※
の
検
診
は
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

各
種
検
診
日
程

��

��

���

��
���

���

���

���

���

���

����

���

���
���������

○○○×○○○

午前　　
６時30分
　　～　　
９時30分

��������	


��
�����

○○○○○○○
��������	

（紅葉山）
�����

○○○×○○○
��������

（沼ノ沢）
�����

○○○×○○○������（若菜）�����

○○○×○○○
��������	


�（本町）
�����

○○○○○○○������������

○○○○○○○�����������

○○○○○○○
��������

（清水沢）

�����

○○○×○○○�����

○○○××××
午前　　
６時30分
　　～　　
８時30分

��������	�����

○○○××××����������

������������������

1970404519486223192684昭和元
19723847195060251928823
19743649195258271930805
19763451195456291932787
19783253195654311934769
198030551958523319367411
198228571960503519387213
198426591962483719407015
198624611964463919426817
198822631966444119446619
199020平成２1968424319466421

��

���������� 非課税世帯・70
歳以上の方・生
活保護受給者

課税世帯

300円2000円20歳以上の女性で西暦
偶数年生まれの方

子宮頸部がん検
査（細胞診）

����

300円1500円不正出血がある方など
で必要と判断された方

※子宮体部がん
検査（細胞診）

300円2300円40歳
代40歳以上の女性で西暦

偶数年生まれの方
視触診・乳房レ
ントゲン検査���

300円1900円50歳
以上
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検
診
日
程

　

※
託
児
希
望
の
方
は
、
申
込
書
の
通
信
欄

に
「
託
児
希
望
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

申
込
受
付
期
間　

７
月
２
日
〜　

日
23

　

健
康
診
査
申
込
書
（
本
誌
７
ペ
ー
ジ
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

記
入
し
た
申
込
書
は
、
切
り
取
り
線
に
よ

り
封
筒
を
組
み
立
て
、　

円
切
手
を
貼
り
郵

80

送
す
る
か
、
市
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ
・
南
支

所
・
各
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
直
接
持
参
く
だ

さ
い
。

　

健
康
診
査
申
込
書
は
、
市
保
健
介
護
グ

ル
ー
プ
、
南
支
所
、
各
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、

各
郵
便
局
に
も
置
い
て
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
の
注
意
事
項
】

�
原
則
、
専
用
申
込
書
で
の
申
し
込
み
を
優

先
し
ま
す
。

　

電
話
で
は
、
聞
き
間
違
い
な
ど
が
生
じ
る

た
め
、
申
込
書
で
確
認
し
て
い
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
申
し
込
み
が
早
く
て
も
、
必
ず
し
も
早
い

時
間
帯
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
希
望
時

間
帯
が
あ
る
場
合
は
、
申
込
書
の
通
信
欄
に

記
入
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

★
問
診
票
の
発
送

　

健
康
診
査
の
問
診
票
の
発
送
は
、
８
月
中

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

健
診
の
問
合
せ
先

市
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
６
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各
地
域
で
行
な
う
集
団
健
康
診
査
が
、

都
合
に
よ
り
受
け
ら
れ
な
い
場
合
、
次
の

医
療
機
関
で
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

夕
張
市
立
診
療
所

健
診
の
種
類　

特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者

健
診
、
生
活
機
能
評
価
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク

ス
症
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、
骨
粗

し
ょ
う
症
検
診
、
胃
が
ん
、
肺
が
ん
・
結

核
、
大
腸
が
ん
検
診

夕
愛
ク
リ
ニ
ッ
ク

健
診
の
種
類　

特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者

健
診
、
生
活
機
能
評
価

問
合
せ
先　

市
市
民
保
険
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
５
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�午前の受付
　９時～11時30分
�午後の受付
　12時45分～16時

市民研修センター
（清水沢）

10月１日（金）

　　２日（土）

保健福祉センター
（若菜）

　　３日（日）

　　４日（月）

紅葉山会館　　５日（火）

  　

     



　 

　
　 

　

　 

　
　 

　

　 

　
　 
　

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 





●一般会計
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4,117万円議会費（議会運営費、議員報酬に）9億3,470万円市税（市民税・固定資産税など）

13億2,964万円総務費（戸籍、徴税、一般事務経費、人件費などに）2億3,129万円地方譲与税・交付金（道路譲与税・自動車重量譲与税など）

20億8,986万円民生費（社会福祉、児童福祉、生活保護などに）46億8,006万円地方交付税（普通交付税・特別交付税）

17億5,747万円衛生費（浴場、し尿・ごみ処理、病気予防などに）5,748万円負担金（保育料・老人ホーム入所費など）

42万円労働費（勤労者の住宅資金貸付に）6億9,942万円使用料・手数料（公営住宅・浴場など施設使用料、住民票・ごみ処理など手数料）

3,988万円農林業費（農業、林業に）20億1,028万円国・道支出金（特定の事業に対し国・道から交付される収入）

6億3,492万円商工費（損失補償金などに）8,002万円財産収入（市有地売払代、車庫貸付料など）

7億6,469万円
土木費（道路、公営住宅、公園、
除雪などに）

1億5,629万円寄附金・繰入金（寄附金・基金繰入など）

2,633万円繰越金（平成20年度剰余金)

2億9,484万円消防費（消防、防災などに）338億8,538万円市債（再生振替特例債及び事業を実施する場合の長期借入金）

9億4,945万円教育費（学校教育、社会教育などに）1億9,912万円諸収入（上記に分類されない収入）

23億8,433万円公債費（借入金元利返済に）429億6,037万円合計

1,809万円諸支出金（税の還付など他に分類されない経費）（歳入－歳出）　　　Ａ 4億5,614万円
繰越明許費繰越額　Ｂ 3,142万円
実質収支額　　　Ａ－Ｂ　　　  4億2,472万円

321億9,947万円繰上充用金（前年度の赤字）

425億423万円合計

夕

張

市

の

財

政

状

況

〈
平
成　

年
度
各
会
計
の
決
算
見
込
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
〉

21

　繰越明許費繰越額とは
　平成21年度中に事業が完了しなかったため、平成22年度に予算を繰り越して執行するものです。
　今回の3,142万円は、平成21年度国のきめ細かな臨時交付金等に係る補正予算に伴い予算計上した事業に対
する一般財源となります。〔 〕

住宅、浴場、集会施設整備 24億7,167万3千円
公園施設整備 7億1,824万6千円
道路橋りょう整備 5億7,634万3千円
社会教育施設整備 9,707万7千円
学校施設整備 6億2,439万7千円
観光施設整備 6億5,223万6千円
産業施設整備 3,108万8千円
福祉施設整備 3億2,422万6千円
退職手当 26億7,250万円
下水道施設整備 18億4,440万1千円
再生振替特例債 321億9,900万円
その他 46億4,795万3千円
合計 468億5,914万円
（※平成21年度末における現在高。水道会計を除く）

公債費の残高

●一般会計

�����

国民健康保険事業会計
　　歳入 21億1,340万円
　　歳出 20億3,122万円
　（差引） 8,218万円
市場事業会計
　　歳入 318万円
　　歳出 213万円
　（差引） 105万円
老人保健医療事業会計
　　歳入 4,039万円
　　歳出 2,820万円
　（差引） 1,219万円
公共下水道事業会計
　　歳入 14億1,147万円
　　歳出 14億1,147万円
　（差引） 0円
介護保険事業会計
　　歳入 14億8,778万円
　　歳出 14億8,778万円
　（差引） 0円
診療所事業会計
　　歳入 7億7,167万円
　　歳出 7億7,167万円
　（差引） 0円
後期高齢者医療事業会計
　　歳入 2億3,068万円
　　歳出 2億3,048万円
　（差引） 20万円

問い合わせ
市行財政管理グループ
　�５２－３１２２



　

今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
の
う
ち
、
医

療
保
険
料
分
と
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
料

率
と
加
入
者
の
う
ち　

歳
か
ら　

歳
の
方
に

40

64

か
か
る
介
護
保
険
料
分
の
料
率
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

賦
課
限
度
額
は
、
国
の
基
準
額
の
変
更
に

伴
い
、
医
療
保
険
分
が　

万
円
か
ら　

万
円

47

50

に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
が　

万
円
か
ら　

12

13

万
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
定
し
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
介
護
従
事
者
の
処
遇

21

を
改
善
す
る
た
め
、
介
護
報
酬
の
プ
ラ
ス
３

％
引
き
上
げ
改
正
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
料（
介
護
分
）

の
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
、
激
変
緩
和
措
置

と
し
て
、
国
か
ら
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨

時
特
例
交
付
金
が
、
平
成　

年
度
に
交
付
さ

21

れ
、
平
成　

年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

22

　

ま
た
、
平
成　

年
度
に
つ
い
て
も
、
同
臨

22

時
特
例
交
付
金
が
前
年
度
（
平
成　

年
度
）

21

の
半
額
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
度
７
月
の
当
初
賦
課
に
お
い
て
、

22

国
民
健
康
保
険
料
（
介
護
分
）
に
充
当
し
、

料
金
を
引
き
下
げ
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
夕
張
市
の
国
民
健
康
保
険

料
（
介
護
分
）
を
被
保
険
者
一
人
当
た
り
平

均
で
、
１
、
１
５
０
円
引
き
下
が
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
激
変
緩
和
措
置
は
、
平
成　

年
度
限

22

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

問
合
せ
先

�
健
康
保
険
全
般　

市
市
民
保
険
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
５

52

�
保
険
料
の
内
容　

市
税
務
管
財
グ
ル
ー
プ

（
賦
課
担
当
）　�
　

│
３
１
２
０

52

�
納
付
相
談
・
口
座
振
替
な
ど　

市
税
務
管

財
グ
ル
ー
プ（
収
納
担
当
）　�
　

│
３
１
２

52

９

比較増減平成22年度平成21年度区　　分
△4,400円20,500円24,900円均 等 割 額

医療分 △4,100円18,400円22,500円平 等 割 額
△0.3％8.8％9.1％所 得 割 額
30,000円500,000円470,000円賦課限度額
△200円8,700円8,900円均 等 割 額

後期分 △100円7,700円7,800円平 等 割 額
1.2％4.8％3.6％所 得 割 額

10,000円130,000円120,000円賦課限度額
△300円7,500円7,800円均 等 割 額

介護分 △300円5,600円5,900円平 等 割 額
0.1％2.8％2.7％所 得 割 額
±0円100,000円100,000円賦課限度額
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国民健康保険料改定比較表

平成22年度国民健康保険料（介護分）

23年度以降増減平成22年度平成21年度

20,686円△1,150円20,228円21,378円一人当たり平均保険料

7,500円△300円7,500円7,800円世帯別平等割

料
率 5,600円△400円5,500円5,900円被保険者均等割

2.8％△0.05％2.65％2.7％所得割

100,000円±0円100,000円100,000円賦課限度額

　

今
日
か
ら
資
源
ご
み
の
分
別
収
集
が
、

　

品
目
に
変
わ
り
ま
し
た
。

10
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
、
紙
製

容
器
包
装
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
３
品
目
が

追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

　

白
色
ト
レ
イ
だ
け
を
別
の
袋
に
入
れ

て
だ
し
て
く
だ
さ
い
。
柄
・
色
物
の
ト

レ
イ
は
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
と
一
緒
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

紙
製
容
器
包
装

　

お
菓
子
の
箱
な
ど
、
取
り
出
し
口
部

分
な
ど
の
ビ
ニ
ー
ル
は
は
が
し
て
開
い

て
束
ね
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ダ
ン
ボ
ー
ル

　

ガ
ム
テ
ー
プ
や
金
具
は
必
ず
外
し
て

十
字
に
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
汚

れ
の
ひ
ど
い
も
の
は
、
一
般
ご
み
と
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
５
月
に
配
布
し
た�
�

�
�
�
�
�
�
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
８

52

今
日
か
ら
資
源
ご
み
の
分
別
収
集
が

 

変
わ
り
ま
し
た



倒
産
・
解
雇
な
ど
で
失
業
し
た
場
合

　

平
成　

年
４
月
か
ら
、
倒
産
や
解
雇
な
ど

22

の
理
由
で
離
職
し
た
方
で
（
非
自
発
的
な
失

業
）
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
る
方
（
加

入
中
の
方
）
に
対
す
る
保
険
料
の
軽
減
措
置

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
非
自
発
的
な
失
業
者
に
、
在
職

中
の
保
険
料
負
担
と
比
較
し
て
、
過
重
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険

料
の
負
担
軽
減
を
行
う
も
の
で
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
が
対
象

で
す
。

１　

夕
張
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と
予
定

者
２　

平
成　

年
３
月　

日
以
降
に
失
業
し
た

21

31

方 
３　

失
業
時
点
で　

歳
未
満
の
方

65

４　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の

方
で
離
職
理
由
コ
ー
ド
が
次
に
該
当
す
る
方

　

特
定
受
給
資
格
者
（
倒
産
・
解
雇
な
ど
の

事
業
主
都
合
に
よ
る
離
職
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11

12

21

22

31

32

　

特
定
理
由
離
職
者
（
正
当
な
理
由
の
あ
る

自
己
都
合
に
よ
る
離
職
）

　
　
　
　
　
　
　

23

33

34

【
軽
減
内
容
】

　

保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
な
ど
か
ら
算
定

さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
軽
減
額
は
、
失
業
し
た
本
人
の
前

年
の
給
与
所
得
の
み
３
割
と
み
な
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

【
軽
減
期
間
】

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期

間
で
す
。（
雇
用
保
険
の
受
給
期
間
と
は
異

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、
途

中
で
就
職
し
て
も
、
引
き
続
き
対
象
な
り
ま

す
。
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
、

国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
す
る
と
軽
減

措
置
は
終
了
し
ま
す
。

保
険
料
に
適
用
さ
れ
る
期
間

【
持
参
す
る
も
の
】

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

・
印
鑑

【
注
意
事
項
】

※
特
例
受
給
資
格
者
証
（
季
節
的
に
雇
用
さ

れ
る
方
、
ま
た
は
短
期
雇
用
特
例
被
保
険
者

の
方
が
所
有
）、
高
齢
受
給
資
格
証
を
お
持

ち
の
方
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。
自
動
的
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
こ
の
軽
減
制
度
に
該
当
し
な
い
場
合
で
も
、

夕
張
市
の
条
例
に
よ
り
減
免
制
度
の
対
象
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
納
税
通
知
が
届
い

て
か
ら
納
期
限
前
ま
で
に
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ご
存
知
で
す
か

ご
存
知
で
す
か
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�
�
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新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
の
特
許
が
切
れ
た

後
に
販
売
さ
れ
る
、
新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
、

同
じ
効
能
・
効
果
を
持
つ
医
薬
品
の
こ
と
で

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�

　

品
質
・
有
効
性
・
安
全
性
は
、
厚
生
労
働

省
が
承
認
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
そ
の
製
造
販

売
は
、
薬
事
法
に
基
づ
い
て
厳
正
に
審
査
さ

れ
て
い
ま
す
。��
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
と
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
承
認
さ
れ
た
薬
だ
け
が
流
通
し
て

い
ま
す
。

　

日
本
の
審
査
基
準
は
、
欧
米
の
基
準
と
同

じ
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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新
薬
は
、
有
効
成
分
の
研
究
を
始
め
、
有

効
性
・
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
の
実
験
な

ど
、
そ
の
開
発
に
膨
大
な
時
間
と
経
費
を
必

要
と
し
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
場

合
は
、
す
で
に
有
効
性
や
安
全
性
が
確
認
さ

れ
て
い
る
薬
と
同
じ
有
効
成
分
の
薬
を
製
造

す
る
た
め
、
開
発
経
費
を
圧
倒
的
に
低
く
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
開
発
費
の
差

が
、
販
売
価
格
に
反
映
さ
れ
、「
新
薬
と
比
較

し
て
価
格
が
安
く
な
り
ま
す
。
特
に
高
血
圧

や
糖
尿
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
で
長
期
に
わ
た

り
服
用
の
必
要
が
あ
る
方
に
と
っ
て
は
、
経

済
的
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く
な
り
ま
す
。」

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

　

新
薬
と
ま
っ
た
く
同
じ
と
い
う
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
薬
に
は
有
効
成
分
以
外
に
、
あ

る
一
定
の
範
囲
内
で
保
存
料
や
着
色
料
な
ど

の
添
加
剤
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
部
分
は

各
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
異
な
る
か
ら
で
す
。
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
選
び
や
す
く
す

る
た
め
に
『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
お
願
い
保
険
証

ケ
ー
ス
』
を
４
月
に
郵
送
し
た
保
険
証
に
同

封
し
て
い
ま
す
。
受
診
の
際
に
、
診
察
券
や

保
険
証
と
一
緒
に
提
示
し
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
処
方
希
望
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
医
師
・
薬
剤

師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

��������	
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市民保険グループ（国民健康保険）からのお知らせ
　�５２－３１０５
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保険料の軽減期間
（年度）

離職日

平成23年３月末まで
（平成22年度）

平成21年３月31日～
　平成22年3月30日

平成24年３月末まで
（平成22～23年度）

平成22年３月31日～
　平成23年３月30日

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．．．．



��������	
	��������

《
市
営
・
道
営
住
宅
》

入
居
資
格

※
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

※
公
営
住
宅
法
等
で
定
め
ら
れ
た
収

入
基
準
以
下
の
方
（
み
な
し
特
公
賃

住
宅
は
除
く
）

※
地
方
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

一
般
公
募
住
宅

【
公
営
住
宅
】

　

夢
１
（
平
和
） 
１
戸（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

【
改
良
住
宅
】

　

恵
４
（
末
広
） 
１
戸（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

申
込
期
限　
 
一
般
公
募 
７
月　

日
12

随
時
公
募

【
一
般
住
宅
】

市
営
住
宅　

戸
／
道
営
住
宅　

戸

38

14

【
み
な
し
特
公
賃
住
宅
】（
収
入
基
準

を
上
回
る
方
が
対
象
）

市
営
住
宅
（
千
代
田
地
区
）
１
戸

住
宅
使
用
料　

入
居
を
希
望
す
る
住

宅
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
農
林
建
設
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
南
支
所

　
�
　

│
３
１
１
９

52

　

市
役
所
の
閉
庁
時
の
戸
籍
届
出
は
、

夜
間
・
休
日
で
も
取
扱
い
し
て
い
ま

す
。

夜
間
の
場
合

　

夜
間
の
戸
籍
の
届
出
（
婚
姻
、
離

婚
、
出
生
）
は
、
消
防
署
（
清
水
沢

宮
前
町　
�
　

│
４
１
２
２
）
で
受

53

付
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
死
亡
届
は
受
付
し
て
い

ま
せ
ん
。

【
平
日
夜
間
】 
午
後
５
時　

分
〜
翌

30

朝
午
前
８
時　

分
ま
で

45

【
休
日
夜
間
】 
午
後
５
時　

分
〜
翌

30

朝
午
前
８
時　

分
ま
で

30

休
日
の
場
合

　

休
日
の
戸
籍
の
届
出
（
婚
姻
、
離

婚
、
出
生
、
死
亡
）
の
受
付
と
火
葬

許
可
証
の
交
付
は
、
市
役
所
本
庁
と

南
支
所
で
取
扱
い
し
て
い
ま
す
。

【
本
庁
の
日
直
】 
午
前
８
時　

分
〜

30

午
後
５
時　

分
ま
で

30

【
南
支
所
の
日
直
】 
午
前
９
時
〜
午

後
５
時　

分
ま
で

30

（
土
曜
日
、
祝
祭
日
も
受
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
日
曜
日
、
年
末
年
始
は
休

み
ま
す
。）

問
合
せ
先　

市
市
民
保
険
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
４

52

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も

「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事

業
」
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
年
齢
の
女
性
に
は
、「
子
宮

頸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」（
昨

年
度
中
に　

・　

・　

・　

・　

歳

20

25

30

35

40

に
な
っ
た
方
）
ま
た
は
「
乳
が
ん
検

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」（
昨
年
度
中
に

　

・　

・　

・　

・　

歳
に
な
っ
た

40

45

50

55

60

方
）
を
送
付
し
ま
す
。

　

夕
張
市
の
指
定
医
療
機
関
、
市
が

実
施
す
る
集
団
健
診
で
、
無
料
で
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

有
効
期
限
は
、
平
成　

年
３
月　

23

31

日
ま
で
で
す
の
で
、
早
め
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
６

52

　

休
止
し
て
い
た
紅
葉
山
武
道
館
が
、

６
月
か
ら
「
夕
張
市
振
興
企
業
協
議

会
」
の
管
理
に
よ
り
再
開
し
て
い
ま

す
。

　

利
用
の
際
に
は
、
一
定
の
使
用
料

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

夕
張
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
（
担
当

大
津
）�
　

│
２
２

58

１
１　

夕
電
（
担
当

小
坂
）

　
�
　

│
３
１
２
５

59

夜
間
・
休
日
の
戸
籍
届
出

の
取
扱
い

使
用
で
き
ま
す

紅

葉

山

武

道

館

入
居
者
募
集

�

�

�

�

�����������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

本
格
的
な
夏
の
到
来
に
向
け

て
、
水
分
の
取
り
方
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

　

大
人
の
体
内
の
水
分
量
は
、

約　

％
で
す
。
体
の
水
分
は
、

60
汗
や
呼
吸
、
排
せ
つ
な
ど
で
失

わ
れ
ま
す
。
体
内
の
水
分
が
不

足
す
る
と
、
脱
水
症
状
や
熱
中

症
の
原
因
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

血
液
中
の
水
分
も
失
わ
れ
ド
ロ

ド
ロ
に
な
り
流
れ
が
悪
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
日
に
必
要
な
水
分
量
は
、

１
、
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
ほ

ど
で
す
が
、
夏
は
汗
を
か
く
量

も
増
え
る
の
で
、
１
、
８
０
０

〜
２
、
０
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

を
目
安
に
水
分
摂
取
す
る
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
高
齢
者
は
、
の
ど
の

渇
き
を
自
覚
す
る
力
が
低
下
し

や
す
い
の
で
、
の
ど
が
渇
い
て

い
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分

を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
脱
水
に
な
っ
て
も
若

い
人
に
比
べ
て
症
状
が
出
に
く

く
、「
な
ん
と
な
く
元
気
が
な

い
」
な
ど
と
気
付
か
れ
な
い
こ

と
も
あ
る
の
で
、
よ
り
注
意
が

必
要
で
す
。

〔
水
分
摂
取
の
ポ
イ
ン
ト
〕

�
起
床
時
・
就
寝
時
・
入
浴
前

後
・
食
事
の
時
に
コ
ッ
プ
一
杯

の
水
分
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

�
運
動
す
る
時
は
、
運
動
前
・

運
動
中
（　

分
毎
が
目
安
）・
運

30

動
後
に
水
分
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

�
日
常
の
水
分
摂
取
は
、
糖
分

が
含
ま
れ
て
い
な
い
お
茶
や
水

に
し
ま
し
ょ
う
。

�
「
の
ど
が
渇
い
た
な
・
・
」

と
思
う
前
に
水
分
摂
取
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

市
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
６

52

　
　
　
 
保
健
師　

辻  
弓
香
子

�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

����

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
送
付
し
ま
す



　

ひ
と
り
親
や
障
が
い
の
あ
る
方
の

自
立
を
促
す
た
め
、
在
宅
で
の
Ⅰ
Ｔ

就
業
を
希
望
す
る
方
に
パ
ソ
コ
ン
の

貸
与
を
行
い
、
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備

し
必
要
な
知
識
と
技
術
の
習
得
訓
練

を
行
い
ま
す
。

　

研
修
期
間
中
は
訓
練
手
当
が
支
給

さ
れ
、
研
修
終
了
後
は
就
業
支
援
も

行
わ
れ
ま
す
。

応
募
要
件

①
ひ
と
り
親
の
方
、
障
が
い
者
（
高

次
脳
機
能
障
が
い
者
・
発
達
障
が
い

者
を
含
む
）
の
方

②
最
初
の
説
明
会
と
期
間
中
の
集
合

研
修
に
参
加
で
き
る
方
（
無
料
の
託

児
が
あ
り
ま
す
）

申
込
期
限　

８
月　

日
23

応
募
方
法　

申
込
書
と
確
認
書
類

（
児
童
扶
養
手
当
の
写
し
、
障
が
い

者
手
帳
の
写
し
）

※
申
込
書
は
市
生
活
福
祉
グ
ル
ー
プ

に
あ
り
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ
先　
 
社
会
福
祉
法

人 
北
海
道
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

（
札
幌
市
中
央
区
北
１
条
東
８
丁

目
）　�
０
８
０
０
│
８
０
０
│
３

８
８
３

管
理
人
常
駐
期
間　
 
８
月　

日
ま

31

でヒ
ュ
ッ
テ
利
用
料
金
（
１
泊
）

大
人 
１
、
５
０
０
円 
小
人
（
小
学
生

以
下
）
５
０
０
円

※
寝
具
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寝
袋
な
ど

持
参
く
だ
さ
い
。
予
約
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

林
道
開
放
期
間　

９
月　

日
ま
で

30

※
大
雨
な
ど
で
予
告
な
く
閉
鎖
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
教
育
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
６
６

52

　
『
夏
休
み
！
歴
史
探
訪
＆
美
唄
ピ

パ
の
湯
バ
ス
ツ
ア
ー
』

と 
き　

８
月　

日
午
前
９
時　

分

11

30

〜
午
後
３
時　

分
30

と
こ
ろ　

岩
見
沢
市
・
月
形
町
・
美

唄
市
（
岩
見
沢
公
園
・
月
形
樺
戸
博

物
館
・
ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ア
・
美
唄

ピ
パ
の
湯
（
昼
食
を
含
む
））

参
加
料　

１
、
９
０
０
円
（
子
ど
も

１
、
３
５
０
円
）
昼
食
付

申
込
期
限　

７
月　

日
16

申
込
・
問
合
せ
先　

市
地
域
再
生
グ

ル
ー
プ　
�
　

│
３
１
４
１

52

　

７
月
か
ら
次
の
地
区
の
水
道
メ
ー

タ
ー
検
針
日
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

末
広
地
区　

奇
数
月　

日�
　

日

11

12

紅
葉
山
地
区
の
一
部　

奇
数
月　

日
12

�
　

日
13

問
合
せ
先　

市
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
５
２

52

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
雇
用
特
別
対

策
事
業「
交
流
人
口
・
産
業
活
用
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
事
業
」
を
活
用

し
て
、
企
業
誘
致
や
定
住
促
進
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
、
店
舗
や
住
宅
の

空
き
情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

提
供
さ
れ
た
情
報
は
、
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
た
め
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

空
き
店
舗
や
空
き
家
な
ど
の
情
報

収
集
に
つ
い
て
は
、
次
の
業
者
に
委

託
し
て
い
ま
す
の
で
情
報
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。

提
供
先　

㈱
ネ
ク
ス
ト
夕
張
（
担
当

　

千
石
）　�
　

│
０
７
７
７

52

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
通
常
の
放
送

が
２
０
１
１
年
６
月
末
で
終
了
し
、

７
月
１
日
か
ら
の
放
送
終
了
の
お
知

ら
せ
画
面
の
表
示
を
経
て
、
７
月　
24

日
に
す
べ
て
の
放
送
が
終
了
し
ま
す

の
で
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
デ
ジ
に
関
連
し
た
詐
欺
が
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
疑
わ
し
い
工
事
の
勧
誘
や
身

に
覚
え
の
な
い
工
事
代
金
な
ど
の
請

求
を
受
け
た
場
合
や
地
デ
ジ
の
準
備

に
あ
た
り
「
ア
ン
テ
ナ
の
買
い
替
え

は
必
要
か
」「
個
別
ア
ン
テ
ナ
で
受
信

で
き
る
エ
リ
ア
か
」
な
ど
、
ご
相
談

は
『
デ
ジ
サ
ポ
』
へ
問
合
せ
く
だ
さ

い
。（
デ
ジ
サ
ポ
は
総
務
省
テ
レ
ビ

受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
で

す
。）

問
合
せ
先　

デ
ジ
サ
ポ
道
央（
札
幌
）

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

土
日
祝
日　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　
�
０
１
１
│
３
５
１
│
１
１
５
５

　　

予
定
納
税
は
、
前
年
分
の
所
得
税

の
確
定
申
告
に
基
づ
き
計
算
し
た
予

定
納
税
基
準
が　

万
円
以
上
の
場
合

15

に
、
原
則
そ
の
３
分
の
１
相
当
額
を

そ
れ
ぞ
れ
７
月
（
第
１
期
分　

７
月

１
日
〜
８
月
２
日
ま
で
）と　

月（
第

11

２
期
分
）
に
納
付
す
る
と
い
う
制
度

で
す
。

　

予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、
税

務
署
か
ら
「
予
定
納
税
の
通
知
書
」

が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
税
務
管
財
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
２
０

52

と 
き　

７
月　

日
午
後
１
時
〜　

24

25

日
午
後
３
時

と
こ
ろ　

夕
張
岳
ヒ
ュ
ッ
テ
と
夕
張

岳募
集
人
数　
　

人
30

参
加
費　

子
ど
も
１
、
０
０
０
円

（
ヒ
ュ
ッ
テ
、
食
事
、
保
険
代
を
含

み
ま
す
）

保
護
者
同
伴
の
場
合
、
同
伴
者
無
料
。

学
生
大
人
単
独
は
１
、
５
０
０
円

申
込
期
限　

７
月　

日
16

内
容　

夕
張
岳
登
山
、
ツ
リ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
、
竪
穴
住
居
建
設
な
ど

（
雨
天
決
行
で
す
。）

集
合
場
所　

夕
張
岳
ヒ
ュ
ッ
テ
前

（
車
を
利
用
で
き
な
い
方
は
問
合
せ

く
だ
さ
い
。）

申
込
・
問
合
せ
先　

ユ
ウ
パ
リ
コ
ザ

ク
ラ
の
会
事
務
局（
水
尾
）　�
　

│
52

３
３
０
６

��������	
	�������

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
日
の

変
更

研
修
生
募
集

在
宅
就
業
支
援
事
業

お
忘
れ
な
く

所
得
税
の
予
定
納
税
の
納
付

夕
張
岳
ヒ
ュ
ッ
テ
を
開
設

����

南
空
知
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

空
き
店
舗
と
空
き
住
宅

地
デ
ジ
完
全
移
行
ま
で
あ
と
１

年
余
り
！
相
談
は
デ
ジ
サ
ポ
へ

参
加
者
募
集

産
炭
地
域
こ
ど
も
交
流
事
業

記
憶
に
残
そ
う 
ふ
る
さ
と
の
山



対
象　

小
学
生

と
こ
ろ　

清
水
沢
プ
ー
ル

期
間　

１
期
７
月　

日
〜　

日
ま
で

12

28

の
月
・
水
・
金
曜
日　

２
期
８
月
９

日
〜　

日
ま
で
の
月
・
水
・
金
曜
日

27

時
間　

午
後
３
時　

分
〜
午
後
４
時

30

　

分
50受

講
料　

１
期
・
２
期
と
も
２
、
５

０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

申
込
・
問
合
せ
先　

夕
張
ス
イ
ミ
ン

グ
ク
ラ
ブ
（
小
野
寺
）

　
�
　

│
５
０
４
４ 

59

と
こ
ろ　

清
水
沢
清
陵
町

期
間　

７
月
４
日
〜
８
月　

日
（
８

29

月
２
日
・
３
日
は
水
入
れ
替
え
作
業

の
た
め
休
み
ま
す
）

※
水
温
が
低
い
日
は
休
み
ま
す
。
中

止
の
場
合
は
、
プ
ー
ル
前
に
赤
い
旗

を
立
て
ま
す
。

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

10

入
場
は
午
後
４
時
ま
で
で
す
。
午
後

４
時　

分
に
は
、
帰
宅
の
準
備
を
し

50

て
く
だ
さ
い
。

利
用
料　

大
人
３
１
０
円
、
高
校
生

１
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

問
合
せ
先　

市
教
育
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
６
６

52

　

平
成　

年
度
特
定
疾
患
医
療
受
給

22

者
証
更
新
申
請
と
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

進
行
防
止
対
策
・
橋
本
病
重
症
患
者

対
策
医
療
受
給
者
証
更
新
申
請
を
次

の
日
程
で
受
付
し
ま
す
。
保
健
所
か

ら
送
付
さ
れ
た
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

７
月　

日 
午
前　

時
〜
午

30

10

後
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
２
階
ロ

ビ
ー（
日
程
以
降
も
岩
見
沢
保
健
所
・

由
仁
支
所
で
受
付
し
て
い
ま
す
。）

問
合
せ
先　

北
海
道
岩
見
沢
保
健
所

　
�
０
１
２
６
│　

│
０
１
１
５

20

と
き　

７
月　

日　

午
前　

時
集
合

31

10

（
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
）

コ
ー
ス　

市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
〜
清

水
沢
小
学
校
〜
沼
ノ
沢
方
面
（
小
雨

決
行
）
昼
食
は
、「
ユ
ウ
タ
ン
ト
そ
ば

工
房
（
沼
ノ
沢
）」
で
手
打
ち
そ
ば
を

食
べ
ま
す
。

定
員　
　

人
（
先
着
順
）

30

参
加
料　

一
般
１
、
０
０
０
円
、
高

校
生
以
下
５
０
０
円

申
込
期
限　

７
月　

日
20

申
込
・
問
合
せ
先　

市
教
育
グ
ル
ー

プ　
�
　

│
３
１
６
６

52

　

Ｊ
Ｒ
清
水
沢
駅
前
に
市
民
の
広
場

「
ひ
だ
ま
り
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
地
域
の
交
流
の
場
、
サ
ー
ク
ル

活
動
の
場
な
ど
無
料
で
利
用
で
き
ま

す
。

問
合
せ
先　

清
光
園
居
住
介
護
支
援

事
業
所
（
管
理
者　

三
島
）

　
�
　

│
２
５
０
０

59

　

ご
家
族
に
「
統
合
失
調
症
」
と
診

断
さ
れ
た
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

ん
か
？　

岩
見
沢
保
健
所
で
は
家
族

を
対
象
に
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

８
月　

日　

午
前　

時
〜
午

11

10

後
４
時

と
こ
ろ　

岩
見
沢
保
健
所

定
員　

約　

人
20

申
込
期
限　

８
月
４
日

申
込
・
問
合
せ
先　

岩
見
沢
保
健
所

　
�
０
１
２
６
│　

│
０
１
２
１

20

と
き　

７
月　

日　

午
後
４
時　

分

14

30

〜
５
時　

分
30

と
こ
ろ　

夕
張
高
等
養
護
学
校

参
加
料　

無
料

申
込
・
問
合
せ
先　

夕
張
高
等
養
護

学
校　
�
　

│
５
５
３
０

56

募
集
対
象　

満
３
歳
か
ら
親
の
就
労

に
関
わ
ら
ず
途
中
の
入
園
が
で
き
ま

す
。
見
学
も
可
能
で
す
。

　

園
児
の
弁
当
を
注
文
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
一
食
３
０
０
円
で

す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

緑
ヶ
丘
保
育
園

　
�
　

│
１
７
０
０

52
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次
号
、８
月
号
の
広
報
ゆ
う
ば
り

 
は
７
月　

日
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

30

更
新
申
請
は
お
忘
れ
な
く

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

���������	


人　口 11,128人（－　8人）　
　男 5,192人（－　4人）　
　女 5,936人（－　4人）　
世帯数 6,057世帯（－5世帯）

（　）は前月比

������

�������� �����平成21年12月24日生まれ
���

南
清
水
沢
４
丁
目

父・達也さん　　母・恵さん

　このコーナーに掲載する乳幼児の写真をお待ち
しています。
�送り先　総務グループ（�５２－３１７０）

水
泳
教
室
の
生
徒
募
集

精
神
保
健
福
祉
家
族
学
習

会
の
開
催

��������	
	��������

参
加
者
募
集
ゆ
う
ば
り
再
発
見
！

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

緑
ヶ
丘
保
育
園

園
児
を
募
集
し
て
い
ま
す

清
水
沢
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

Ｃ
Ｏ　

Ｃ
Ｏ　

フ
レ

夕
涼
み
コ
ン
サ
ー
ト

�

�

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
民
の
広
場「
ひ
だ
ま
り
」


